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はじめに 

Thad Loganや Judith Flanders、Andrea Kaston Tangeなど家ᗞᛶを◊✲する㏆ᖺの◊✲⪅たちは、19世⣖ミド
ルクラス♫会の㛫で㧗まったプライバシーへの㛵ᚰ、ᒇ内✵㛫における分化への⯆味、♫会ⓗ地位の᫂♧への

ḧồが、住人を㝵⣭やジェンダーのアイデンティティーにそって⾜動⠊囲を制㝈する「壁」をᒇ内✵㛫に⏕み

出したとᣦ᦬する。ᮏⓎ⾲は、ミドルクラスの家の内㒊に住人の✵㛫仕ᵝを定める一定のᘓ⠏ルールがあった

とするこうした㏆ᖺの◊✲を前ᥦに、そのルールにᚑわないシャーロット・ブロンテ(Charlotte Bronts, 1816-
1855)の孤児のヒロインたちにὀ┠するものである。♫会が女ᛶに与える小さな㒊ᒇから⬺出し、⮬ᕫ実⌧を
ᯝたすのにより㒔合のいい場ᡤを「家」とするジェインとルーシーの姿から、♫会ⓗᵓ㐀≀としてあった家の

姿が「個㸦個人㸧」のᣑ大とともに変容していることをᣦ᦬したい。 
1. JaQe E\Ue 
『ジェイン・エア』(JaQe E\Ue 1847)は孤児のジェインがᡂ人になって⤖婚するまで 5つのᘓ≀を᪑するヰで
ある。それぞれのᘓ≀はミドルクラスの家∗㛗制♫会を㇟ᚩし、ᚑ⪅を含む住人は⮬㌟の♫会ⓗアイデンティ

ティーにそった✵㛫の使⏝を守っている。㢧ⴭな例がゲーツヘッドᒇᩜとソーンフィールᒇᩜである。アッパ

ーミドルクラスのリード夫人は夫亡きᚋ、㈼いẕぶ、よき女主人としてゲーツヘッドを⟶⌮している。ᒇᩜの

中ᚰはᙼ女が子供たちと団らんを享受する客㛫である。居候であるジェインはリード一家のいる客㛫に入るこ

とをチされず、一᪥の大半を子供㒊ᒇで㐣ごす。女ᛶが家᪘と客人をもてなし、家事をする場であった「客㛫」

が家の中ᚰであったのに対し、「子供㒊ᒇ」は主せな家᪘の㒊ᒇから㞳された周⦕ⓗな✵㛫であった。これは

子供の♫会ⓗアイデンティティーがᮍᡂ⇍なためであり、子供たちは子供㒊ᒇから客㛫や㣗堂に両ぶからᣍか

れることでミドルクラスの価値ほを学んだ。ゲーツヘッドでは⤀士の子供であるリード家の子供たちが㢖⦾に

客㛫に呼ばれる一᪉、ジェインはほとんどこのチャンスをᚓない。᭕᫕なアイデンティティーのままᗂ少ᮇを

㐣ごしたᙼ女はやがてローウッドឿ善学ᰯでῄ女のたしなみを含むᩍ㣴を㌟につけ、quite a ladyなガバネスと
してゲーツヘッドᒇᩜで働き始める。しかし、そこでもᙼ女はῄ女や⤀士、他のᚑ⪅たちと交わることはでき

ず、居場ᡤがなくᗯ下や㝵ẁをうろつく。「ᗯ下」や「㝵ẁ」は家᪘、ᚑ⪅、客人が共㏻して使うことから≉

定の㝵⣭やジェンダーのアイデンティティーにᖐᒓしない liminal spacesとされた。Tangeは別個の㒊ᒇと㒊ᒇ
をᘬき㞳すと同᫬に⧅げた liminal spacesを、ミドルクラスの住人㸦≉にῄ女㸧のアイデンティティーを⬣かす
ガバネスの᭕᫕な♫会ⓗ❧場を㇟ᚩするものと⪃察した (178)。ジェインもロチェスターにồ婚されることで
ῄ女となる可⬟ᛶをほのめかす。しかし、ブロンテの作品では㈋しい女ᛶが客㛫のῄ女に᪼᱁するという 19
世⣖イギリス小ㄝにおいてしばしば⋤㐨であったプロットは、ᚲずしも女ᛶのᖾ⚟を⣙᮰するものではないと

して否定される。『ジェイン・エア』ではリード夫人とその娘たち、ローウッドに㡸けられた多くの女子⏕ᚐ

たち、そしてジェイン⮬㌟によって♫会が女ᛶに与える居場ᡤが⏨ᛶ家᪘の◚⏘や㒔合で容᫆に失われうるこ

とが♧される。このことはブロンテの他三作品にも共㏻してぢることができる。ジェインは᭱⤊ⓗにⅆ事によ

る᛹ᡃでά動⠊囲がⴭしく⊃まったロチェスターと⤖ばれる。ᙼらが家ᗞを⠏くファーンディーンの㤋は㛗ᖺ

✵き家になっていたことから家具が㓄⨨されていない。⏝㏵がはっきりしない㒊ᒇ同士の㛫にジェンダーや㝵

⣭の壁があるとはいえず、またᒇ内にのみά動を制㝈されたロチェスターが女ᛶ化されたことで、ジェインは

⏨ᛶのᖐりを客㛫でᚅつ女ᛶの⏕άからゎᨺされる。さらにᙼ女は受け取った㑇⏘によって⮬㌟の家をᘓてる

ことも可⬟であると㇦ㄒする。 
2. VilleWWe 
『ジェイン・エア』と同じく⮬⏤と⮬❧をồめる孤児を主ᙺにした『ヴィレット』(VLOOeWWe 1853)は、より女
ᛶの家ᗞ⏕άと♫会⏕άのバランスを᥈るものになっている。ルーシーの孤児ᛶ(orphanhood)はポーリーナ・
ホームとの対ẚによってᙉㄪされる。ᗂ少ᮇ、ポーリーナは∗ぶの㒔合でブレトン家に㡸けられる。一᫬ⓗに

孤児と同じ境㐝に㝗ったᙼ女は典型ⓗなミドルクラスの女ᛶと⛠されるブレトン夫人をᶍ倣し、グレアムの㌟

の回りの世ヰをすることでブレトン家における⮬㌟の存在ព⩏と居場ᡤをぢつける。ポーリーナはDavid Floyd
がいうᶍ倣の孤児(the mimic)であろう(8)。ᙼ女はルーシーに孤児のミドルクラスの女ᛶが♫会に⁐け㎸むため
に取るべき⾜動を♧してみせるのだ。しかし、ジェインがリード家に㥆ᰁもうとしなかったように、ルーシー



もまたブレトン家に⮬㌟を㐺ᛂさせようとはしない。ルーシーはグレアムによって㇟ᚩされるミドルクラス♫

会が liminal womenに「⊃い✵㛫(little place)」(V 59)と地味なά動しか与えないことに対して៽りをぬえる。ル
ーシーは反㏫の孤児(the revel)であり、⮬㌟のアイデンティティーを⏕まれた㝵⣭や家⣔ではなく、⮬分が何⪅
になれるか、何をできるかからᶍ⣴するのである。 
外国の地ヴィレットでさらに᭕᫕になったルーシーの㝵⣭アイデンティティーはᙼ女により大きな⮬⏤を

チす。やがてᙼ女は寄宿学ᰯのᰯ㛗としてᡂ功することを┠ᣦすようになる。Monica Cohenはᙜ᫬の家ᗞの安
ᴦをᥦ供するミドルクラスの家をᶍ倣した寄宿学ᰯや⑓㝔、ホテルを domestic institutionと呼んだ(55)。家ᗞⓗ
な女ᛶのイメージが⌮᝿化される一᪉、19 世⣖はミドルクラスの女ᛶの♫会㐍出をぢた᫬代であり、こうし
たᘓ≀を㐠営する女ᛶは「ビジネスのὝ察力(business acumen)」をもつ「᭷⬟なビジネスウーマン(effectively 
businesswomen)」と⪃えられた(Gordon and Nair 181)。ルーシーをᩍᖌとして㞠うマダム・ベックは᭷⬟な⤒営
⪅で、ᘵポールを含む⏨ᛶᩍᖌたち、さらに⮬㌟よりも㝵⣭が上である⏕ᚐたちの家᪘をも完全に⟶⌮してい

る。ᙼ女の᪋タは寄宿学ᰯと㏻学学ᰯの二つからなり、ⓒ名以上の⏕ᚐと」ᩘのᩍᖌたちが一つの大きな家᪘

のようにᬽらしている。作⪅ブロンテはこのパブリックとプライベートを分ける壁がᕼⷧな domestic institution
に、女ᛶのά動㡿域のᣑ大と、ᚑ᮶の「家」に代わって女ᛶに安全と安定を⣙᮰する場ᡤとしての可⬟ᛶをᶍ

⣴している。ᚋにルーシーはマダムの学ᰯをモデルに借りた家の中にᩍ室をタけて学ᰯを㛤く。ᚋに㞄家もᨵ

⿦して⏕ᚐたちが寄宿するスペースを作ると、ᙼ女はᩍ室と⏕ᚐたちが寝㣗する場ᡤ、⮬㌟が⏕άする場ᡤを

ᛁしく⾜き᮶するようになる。⏕ᚐとᩍᖌは␲似ⓗな家᪘㛵係を⤖び、また、伯∖令嬢と中⏘ᕷẸの娘が⫪を

並べて勉学に励むことでᰯ内では公⚾だけでなく㝵⣭の㝸ても᭕᫕になる。この、女ᛶによって⟶⌮された女

ᛶのための「家」兼「⤒῭ⓗ⮬❧をチす仕事場」は、『ジェイン・エア』のマリア・テンプル、『ᩍᤵ』(The PURfeVVRU 
1857)のゾライード・リューテルとフランシス・アンリ、も実⌧しているが、いずれも⤖婚ᚋにᡭᨺしている。
『ヴィレット』ではヒーローが㏵中㏥出することでヒロインのパブリックな⏕άが⥔ᣢされる。≀ㄒのラスト、

ポールの乗った⯪が㞴◚したことがᬯ♧され、ルーシーはᙼ女の学ᰯにテキストをᦙ入するᮏᒇムッシュ・ミ

レと交友を⤖んで寄宿学ᰯを⦾ᰤさせる。㈈⏘を⵳えるのがⱞᡭであるとᥥ写されたポールを㏥場させること

で、『ヴィレット』では⏨ᛶ家᪘のᾉ㈝や◚⏘によってᔂ壊するミドルクラスの家に代わり、勤勉な女ᛶによ

って⟶⌮された寄宿学ᰯが女ᛶの安全な家となるのである。 
⤖ㄽ 
『ジェイン・エア』と『ヴィレット』の孤児のヒロインは、ミドルクラスの♫会を㇟ᚩするᘓ≀のなかで liminal 

spacesに㏣いやられることも、客㛫の女ᛶとなることもᣄ⤯して᪑を⥆けたᚋ、⮬㌟が中ᚰとなれるᘓ≀をᡭ
に入れる。両作品において孤児のカテゴリー化されない᭕᫕なアイデンティティーは、不安定で哀れなもので

はなく、客㛫に᮰⦡される㐠命にある伝⤫ⓗなミドルクラスのẕ、妻、娘たちよりも優位なせ⣲として主人公

たちの᪑を助ける。ジェインは♫会ⓗな⏕άをᡭに入れる代わりに、女ᛶ化された⏨ᛶとの㛫に⏨女ᖹ➼なᒇ

内✵㛫の使⏝を実⌧した。ルーシーがポールと⤖ばれないラストは、⮬❧をồめる女ᛶにとって⌮᝿の⏨ᛶは

家ᗞを営む⤖婚パートナーではなく、ビジネスパートナーであることをほのめかす。両作品のラストは、住人

に㝵⣭とジェンダーのᙺ割をㄢす✵㛫使⏝のルールを定めていた「家」が、出㌟㝵⣭やᛶからアイデンティテ

ィーをᶍ⣴しない個人の出⌧とともに変容しているᵝ子を⾲しているのである。 
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